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１． はじめに 

近年、地域資源を活用した、観光による地域振興の

取り組みが各地で進められている。その中でも農産物

の潜在力に着目し、自然や伝統技術との融合によって、

付加価値を高めて潜在需要を掘り起こし、地域の魅力

とすることが多い。その際に地域資源を観光対象とし

たツーリズムが実施されることも多い。しかし、個々

のツアーの取り組みの地域振興の効果には、利用する

資源によって差があると思われる。ところが、この点

にかんする具体的な研究や分析は日本では少ない。 
そのため本研究では、地域資源の中でも農産物を原

料とするワインと清酒にかんするツーリズムを取り上

げ、その特性を比較し、共通点と相違点、固有性につ

いて検証する。ワインと清酒をテーマとするツアーの

形態や内容には、資源特性を反映した差があると考え

られる。そこで、ワインと清酒をテーマとするツーリ

ズムの地域振興の効果について、製造工程の分析と関

係者への聞き取りをもとに考察する。 
ここでワインと清酒に注目するのは、いずれも嗜好

品かつ醸造品という共通点を持ち、各地でそれらをテ

ーマとするツーリズムの例があり、比較対照に適して

いるからである。もちろん、ワインと清酒には委託栽

培・醸造による全国ブランドの製品もあるが、ここで

は山梨県内での「ワインツーリズム」や長野県内での

清酒ツーリズムなど、地域で製造販売している醸造所

を訪問するツアーのケースを取り上げた。 
 

２． ワインと清酒の特性比較 

 まず、原料特性・製造工程・消費流通について、ワ

インと清酒の特性を比較した結果を、表1に示す。 

 

 

 

(1) 原料と醸造所の立地 

ワインの原料であるブドウの水分は約90％、清酒原

料の酒米は約25％が水分である。製品としてのワイン

の水分は果実に由来するが、清酒の水分は製造工程で

加えられたものである。 

酒米は脱穀・乾燥して、収穫地から離れた醸造所に

品質を低下させずに移動させることができる。そのた

め清酒の醸造は、酒米を集荷し易く、良質な水がある

消費地に近い所が適地とされている。 

一方、麻井(2003)が述べているように、ブドウは振

動によって品質が低下し易いので、原料を遠方に搬送

せずに、収穫地で醸造することになる 1)。 

(2)製造工程と人の関与 

ワインの品質は、原料ブドウによって決まると言わ

れ、ブドウに含まれる糖を酵母でアルコールに変える

というシンプルな工程で、「技術」が関与できる余地は

少ない。麻井(2003)は、「固有の風土と固有の伝統が固

有のワインを生み、仕事の所作はそれを結ぶ糸に過ぎ

なかった。」と表現している 2)。そのため、ワインの醸

造は、醸造者が自らブドウ栽培にかかわり、良質の原

料ブドウで醸造することが理想とされている。 

ワイン 清 酒

醸造所 畑に隣接 水田と分離

田畑の形状 多くは傾斜地 平地

土壌の質 ミネラル分の多いやせ地 肥沃

水はけ 良好 水耕

原料農産物 ブドウ(果樹)、経年栽培 米(穀類)、単年作物

前処理 圧搾 脱穀、精米

醸造変化 糖→ｱﾙｺｰﾙ 澱粉→糖→ｱﾙｺｰﾙ

水分 原料ブドウの水分 醸造段階で加水

品質要素 原料、気象、土質 醸造技術

技術の関与 栽培・醸造技術者 杜氏と醸造技術集団

流通期間 熟成で価値変化 多くは単年

選定基準 品種、産地、製造年、価格 銘柄、種別、価格

市場 世界的拡がり 地域中心の国内

景観 畑と醸造所の一体性 町並みの要素

雇用 常雇用＋季節雇用(収穫) 常雇用

住民との接点 地域向け企画、フットパス 地域向け企画

表-1 ワインと清酒の特性比較

立地

製造

製品

流通・消費

地域関係性
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一方、清酒づくりは一般に「一麹・二酒母・三造り」

と言われ、「杜氏」を頂点とする複数の「蔵人」によっ

て醸造される。所有者が経営し杜氏や蔵人は醸造を担

当するが、清酒の醸造工程はワインに比べて複雑であ

り、経験にもとづく工程管理を要する。 

(3) 消費・流通 

 ワインは醸造後の熟成で評価が変わるが、清酒は醸

造直後から、時間経過とともに劣化が進む。そのため、

ワインのなかには長期間にわたり流通するものもある

が、清酒は単年で消費される。また、ワインは製造年

のブドウの品質で評価が異なり、国際市場での取引価

格が変わるのに対し、清酒は製品完成時の評価で決定

し、多くは生産地を中心に国内で取り引きされている。 

 なお、消費者の商品選択基準は、ワインでは、品種・

産地・製造年・価格などを総合したものである。しか

し、清酒では銘柄・種別・価格などが基準となる。 

 

３． ワインと清酒の特性とツアーの地域振興効果 

以上のワインと清酒の特性比較をもとに、これらを

テーマとするツアーの地域振興効果について、以下の

視点から考察する。 

(1) 利用資源と地域との一体化 

ワインの原料であるブドウは輸送に適さないため、

醸造所周辺で生産されることが多い。また原料である

ブドウで製品の品質が決定されるので、醸造所と原料

ブドウの生産場所は同じ地域である。また、ワイン生

産に必要な原料ブドウは、その地域の気候や土質・地

形など、地域の環境に依存している。ツアーでは、ワ

インという製品を対象とするが、利用する原料ブドウ

という資源は、地域環境と「一体化」している。 

一方、清酒の場合には、原料である酒米は全国から

調達できるので、利用する地域資源は製造に使用する

「水」だけとなり、資源と地域の一体度は低い。 

(2)  資源への「はたらきかけ」の可能性 

ワインの生産では、醸造者自らが原料ブドウを生産

することが基本である。ブドウは、耕作地を含む周辺

環境と一体化した「地域資源」だと考えられる。さら

に、醸造者はブドウ畑の環境も含め、地域資源にはた

らきかけて、原料ブドウの品質を向上させることがで

きる。つまり、地域と一体化した資源であるブドウ畑

は、はたらきかけの対象となっている。 

しかし清酒の場合には、原料である酒米を製品の品

質向上のために地域外から移入することが基本である。

また、酒米生産と醸造は完全に分業であり、醸造者が

生産に参加することはない。さらに、清酒の製造工程

で使う水は、地下から汲み上げるだけであり、はたら

きかけの対象とはなりにくい。そのため、清酒製造に

おいて地域資源にはたらきかける機会はほとんどない。 

(3) ツアーの観光対象 

ワイナリーツアーでは、観光対象となる地域資源と

しての製品ワインと地域環境が一体化しているので、

醸造所だけでなく、その周辺のブドウ畑もツアーの観

光対象となる。また、醸造所を訪問する観光客は、ワ

インの品質を決める原料ブドウの生育環境を知り、そ

の場所に住む醸造者とのコミュニケーションで、地域

という原料生産環境と製品の両方について理解を深め

ることができる。つまり醸造者も、地域資源と一体化

したツアーの構成要素となる。 

一方、清酒を対象とするツアーでは、製品を製造す

る醸造所だけが観光対象となる。その理由は、品質の

よい清酒を醸造しようと、原料を各地から調達するか

らである。酒米の水田は醸造所と離れており、醸造技

術者である蔵人たちは、全国から雇用され通年そこに

居住しないことも多い。そのためツアーで観光対象と

なるのは、地域と一体度が低い、醸造所の施設・設備

と関係者である。 

 

４． まとめ 

 本研究では以上のように、ツアーの対象となる地

域資源であるワインと清酒の特性を比較した。その

結果、ワインが地域と一体化して、地域環境を含め

て観光対象となるのに対して、清酒は地域の環境や

地域関係者と分離した資源が観光対象であることが

導かれた。清酒のように地域と分離した資源が観光

対象となるツアーでは、地域への波及効果は、経済

的効果に限定されがちで、地域環境や社会との接点

は少ないので、広義の地域振興にとっての効果は充

分ではないと考えられる。今後、地域資源を観光対

象とするツアーを企画する際には、このような地域

資源の特性に着目して推進することが重要である。 
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